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· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜外来情報＞

・中村　真由美様～12月3日当院退院後初外来。薬があっている。入院前は一度夜間覚醒

するとなかなか眠れなかったが、オランザピンＯＤを服用してからは

中途覚醒あっても再入眠出来ていると話す。姉から注意を受ける事も

なく、現在は落ち着いて生活出来ている事を話している。

・松永　勘五郎様～先週、ＧＨ世話人より情報提供書が届き、これまで作業所の利用を継

続していたが、ここ最近は利用していない日が続いている状況のため、

世話人が本人と面接を実施。生活リズムの乱れや病状悪化への影響な

ど今後予想されることから、作業所への参加を促すが本人は頑なに

拒否する状態であり、提案を聞き入れない状態であるとのこと。今後、

病状観察目的にて訪問看護の導入について検討の意向があり、主治医

より本日の診察にて導入を提案している。本人は不要であると頑なに

拒否。理由としては「訪問看護が開始した当初、利用していたが、徐々

に料金が増えること、話をきくだけだからといらない」と拒否してい

る。今回、主治医より、現段階で本人の利用については拒否があるた

め、一度は経過観察としている。

・下荢坪　康一郎様～本日インフルエエンザ予防接種実施しています。幻聴もなく落ちつている。デイケアでは、勉強などもし充実感も持てているとのこと。
・市澤　信行様　～発熱などはないが、時折咳があるとのこと。以前ほどではないが、時々希死念慮が生じることがあった。それ以外は特に変わりない。
・松村　勉様　　～食事も自分で作って摂れている。変わりなし。
・八木橋　牧雄様～本人は飲酒はしていなかったと話す。ナイトケアの年末行事に参加している。精神的には問題なく安定している。
・佐藤ミツ子様～クリスマス会について報告しており、「いつでも夢を」等を歌うと話している。

・吉田キクエ様～クリスマス会について報告をしている。来年の目標は歯科受診をして抜歯をしてはどうかと提案されている。

・馬渡　武光様～クリスマス会について報告をしている。食べる量についてアドバイスを受けている。

・小向　武雄様～クリスマス会について報告をしている。

・稲垣　ふき様～クリスマス会について報告をしている。低刺激のボディソープを使っても痒みがあると話している。洗い方や洗うものの素材についてアドバイスを受けている。

・小笠原富治様～クリスマス会で歌を歌うことについて報告をしている。

・倉石ヨシエ様～クリスマス会について報告をしている。神様に関する発言がある。

・岩城　敏夫様～痔の調子について聞かれると「調子は良い」と答えている。クリスマス会について話している。

＜カウンセリング・面談報告＞

・山野下恵子様～仕事は時期的に暇な事が多く、本を読んで過ごしていることが多かった。障害者雇用の担当先生が変わってからあまり話はしていないとのことで、仕事に関して話してみるようにアドバイスをしている。現在も祖母と夜寝ており、自分の支えであるが、＜その支えが無くなったらどうするか？＞という問いに、「自分でも時々考えるんです」と思いを言葉にしている。男性との恋愛に関しては、いずれは結婚をしたいと考えているが、自分を好きになってもらう自信が無いといい、過去の経験を引きずっていることを話している。その思いを母は知らないとのことだが、分かってもらえないと思い話す気が無いと言う。

・七崎　之利様～仕事は水曜日を毎週休んでいたと笑って話をしている。自身の所属する教室が独特の世界であることを痛感しており、対人関係がストレスの大きな要因になっており、水曜日に休む事でチック症状が治まったと言う。以前よりは色々諦められ、投げ出せていることにさほど罪悪感や悔しさはなく、「まぁいっか」と思えるようになった変化を口にする。今の支えは読書とドクターXで、自分が出来ないことをドラマでしているのを見ると、「スカッとする」と話し、笑っている。病状の管理が出来るようになって年月が経っていることを共有している。

